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hag●cyt●pHLm:Ap】 こ特異的なp44/msP2遺 伝子が検出され、ヒ
アナプラズマ症の国内における存在を初めて確認した。1例はヒ
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hemorrha」 c fev●oは 1959年にポリビア京都でのア
ウトブレイク発生時に初めて報告され、2∞ 7年 2‐3月 、ポリピアで
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アナプラズマ症で、もう1例 はApと 日本紅斑「lリ ケッチア抄録 p224 j"omtcar R♪ の混含感染症であつた。
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17日 、米国CDCはアジアでのテクングニヤ熱のアウト

イクに注意喚起をした。2009年 1月 以降、テクングニヤ熱症例数
ジアの一部で報告されている。テクングニヤ熱は感彙

た蚊を介してもたらされるウイルスによって発症し、突発性発熱、

ングニ
2009

節痛、悪寒、頭痛、吐き気や発修などを伴う|タイでは2000年フ
22日現在、南部でアウトブレイクが起こり、34.2∞ 超の症例 (死
例なし)が報告され、マレーシアでは2009年 7月 18日 現在、29∞

イルス

、インドでは2009年 4月 29日現在、2700例の疑い症例 (死亡
し)が報告された。渡航者へのアドバイスとして、テクングニヤ
[防ぐ薬物治療やワクテンはないため、CDCIま 、虫除けを使用
蚊にさされないよう自己防衛し、発症を自党した際には、医療
:関を受診するよう奨めている。
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、約10人に1人が死亡を伴う合併症となる。

であった。
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年5-6月 、東南アジアから帰国後関節痛を主訴に来院した3
テクングニヤウイルスlgM抗体および中和抗体陽性であり、
的にCHlκ FIChkungunv● feveうと診断された。3例はそれぞ,

日

クングニ 124041(2009

1)(日本感染

ンドネシア・スマトラ島、インドネシア・ジャワ島もしくはマレ‐シ
・クアラルンプール郊外に渡航し、いずれも現地で発熱および関

:学会抄録
124041)

った。
た。解熱したが帰国後も関節痛は持続し、受診に
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トナムハノイ市では、デング熱症例が深刻な増加を示しており、
年初から8月 下旬までに2500症例が報告され、これは2008年

感染後1-2日 は手足口病やHl Nlインフルエンザとの判別が難し
いためデング熱へめ警成をゆるめること力`あるが、小児は死に至
ることがあると注意喚起した。
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FDAが血漿由来製品の製造業者向けに提供するガイダンス。
由来製品の製造に使用される原料血漿および転用血澱用の
過程において、ヒトパルボウイルスB19を検出するための核酸増
幅検査(nudet add testNAT)を 行う事を推奨している。すべての
血漿由来製品について、製造プール中のパルボウイルス8190NA
のウイルス負荷が10000:u/mしを超えない事を保障するために、
Oすべての血漿由来製剤に対し、製造用プール血漿中のHPV
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B19 DNAの濃度が1 000olu/mし を超えないように、工程内検査とし
てHPV B19 NATを実施すべきである。
D血漿自来製剤の製造に投入する血漿ユニットのスクリーニング

=は
、ミニプールサンプルに対してHPV 319 NATを 実施すること。
B19 NATで 用いるプライマーおよびプロープは、このウイ

の既知のすべての遺伝子型を検出てきるものを用いること。
○ 血漿由来製剤の製造に投入する血漿ユニッHこ .製造用プー

ル血漿のHPV B19 DNA濃 度が1041U/mしを超えるような高値を示
すものが見つかつた場合は、当腋血漿ユニットは使用しないこと。
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成20年3月 、仙台市においてリケッチア症を疑う患者が発生し
。生検材料を用いたPCRにより陽性であったが、シークエンス解

(日 本感染
ロシアや中国の患者から報告されている
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(CFS:Chrom● F●●guo Syndromo)0者 の血液細
いに感染性レトロウイ′レスXMRV(xonotrOpio mu‖ he bttem●
lru6-「 9鮨ted● ruo)を 検出した:CFSは原因不明の衰弱していく疾
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ずヽれも可能性が示された。
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イルス保有宿主である証拠が示された。

米国において、パルボウイルスB19(819V)の Genotype3がアメ

人供血者から初めて検出された。B19Vを 検出するための広範囲
な特異性のあるICRを用い、81000人 以上の供血者から集めた1

ンプルを調べ、更に|ま B19Vタイタ‐とDNA解析お
よび抗体濃度を調べた。この評価の結果.DNA配列分析によつて
1 9VGenotyp● 31こ感染していると確認された米国人1人のドナー

ら28日 の間に8回の血漿ドネーションを行つてしることが明らか
となつた。ウイルス価はビーク時で1011:U/Mしを示し、下がるに連
れて,gMレベルが上昇し、igOレベルは約7日遅れて上昇した。
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てヽ系統的に調べ、200o年 7月 -2008年 2月 に、KapL病 院でPCRに
:り急性マラリアと確定された、治療歴の無い非妊蟻成人から臨
:データおよび検査結果を収集した。152例 のうち、P kn● wlし

“
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Faにゎ●mmもしくはP“ vaxlこ 感染した症例は107(70%)、 2《 10%)お
:び21(14%)であり、非特異的発熱症状のあるPho"|● J感豊壼者
ldp●mmもしくはP“ vaxlこ 懸染した症例は107(70%)、 2《 10%)お
(21(14%)で あり、非特異的発熱症状のあるPho"|● J感彙患者
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ると推測された。
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貝本で採Ⅲされた血桑を原料として製造された静注用グロプリン
Swinc lnn● en2● A(HlNl)vi●●および

lp074 いluenza A(HlNl)pdm uruslこ反応する抗体が含まれている
べ.ドナーが免寝を獲得している可能性について検討した。く

11月 、FDAは企業向けガイダンス案、「パL
ルスに対応した供血者の適合性、

全性および血液供13の保全について評価するための勧告
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勧告 (RO。●mい ondaOon)の内容は、
交代要員の教育
供血者の適情性、供血延期および製品管理
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パンデヽ ツク(HlNl)2∞ 9ィン7ルエンザ感染又は疑い
みる思言、もしくはインフルエンザ様症状を呈する患者との接触
ろつた供血者について、利用可能なデ■夕は供血延期を支持し

窺浪諾出鴨鋼5震努織吉:獣誘誠緯
解熱剤の利用なく解熱し、無症状となってから少なくとも24時

ること。バンデミック(HlNl)2∞ 9ウイルスに対す
インフルエンザワクチンを機種した後、もしく

の`ために抗ウイルス薬を11用した供血者は、上述と
くとも24時間の供血延期をすること。
供血後48時lL3以 内にバンデミック(HlNl)2009の
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00～ 07年、07～ 08年の季節性インフルエンザワクチン
ペア血清を用いて、新型インフルエンザウイ

スの交豊反応性を検討した。18-04歳ではヮクテン接種前に6ん

陰霧着継脇帯議鷺鑑綾ヒ亀察議機瞥l
全く増えなかった。
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められた。また、4例すべてに新型インフルェンザA

(HlNl)ウ ィルスRNAが鼻咽頭検査では認められ、脳普髄液から
た。4例 すヽ ては回復し、神経学的後遺症はな

から6月における日本のインフルエンザA(HlN

れたことが無く、新型インフルエンザについても報告されていな

堤贈ぶだ取 なP議鴨出品醤Iて8輩遭螢掛まるかに上回る。なお、血漿分回製剤については製造工程に
るクリアランスが十分であることが確認されている。
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|11"であつたo2∞9年 6月 4日現在,重症患者および
インフルエンザA(HlNl】 こ感染した患者の
インフルエンザと同程度であつた。
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兵庫県神戸市における新型インフルエンザ (インフルエンザA/H
lNl)が 疑われる患者発生についての報告。国内最初の新型イニ
フルエンザ患者が確認された。患者は10代後半の男性。本人に■

。ヽ日立感彙症研究所からの検査の結果、A型 (+)、 L
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、神戸市内の感染症指定医療機関に入院した。
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国C」Dサーベイランスユ■ットの統計によると、2∞0年 1月 5日闘
でvC」 D死亡患音数総数には変化はなく107例のままであり、英
におけるvC」 D流行は減少しつつあるとする見解に一致する。
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剤からのvC」 D感染のリスクは極めて低いと考えられるが断書は
きない、という従来と同様の評価である。
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、現在のところ陽性サンプルは一つ

ヨの期間に.後にvC」 Dを発症した供血者由来の製
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一般的名称 人赤血球濃厚液

研究報告の公表林況
紀野修=,安村敏,山 口■成.第
13回 日本肝晴学会大会:2009
0ct 14-15:京都.

公表国

日本販売名 (企業名 )
赤血球濃厚液・ LR「日赤」(日 本赤十字社)
照射赤血燎濃庫液―LR「■赤J(日本赤十字社)

研
究
報
生
早
の
概
要

○輸血前後の感染症マ=力
~検査からみたB型肝炎ウイルス再活性化に関する全国調査結果        「

~~

【目的】輪血後肝炎は血液製剤が原因と考えられてきたが、肝炎ウイルス再活性イヒ(院内感染なども原因となり得る。厚生労働省
通知では輸血前のHBs抗原、HBs抗体、HBc抗体、輸血3ヶ月後にHBV DNAの検査が推奨されている。輸血後検査における
HBV陽性例の発生状況と原因を全国調査を実施し検討した。 、         .
【対象と方法】日本輸血・細胞治療学会が行らだ「平成19年度輸血業務に関する総合的アンケート調査」の詳細設間に輸血と感
染の項目を追加した。2007年 1月

～
12月 の輸血後検査におけるHBV DNA又はHBs抗原陽性例経験の有無を問い、有経験施

設には個別調査協力を依頼し、HBVマーカこの検査結果、原疾患、抗腫瘍薬,免疫抑制薬使用や輸血後肝炎発症の有無など
を調査した。          .
【成績】300床以上で血液製剤使用量が3000単位以上の全医療機関777を含む1341施設を対象とした。844施設から回答があ
り、そのうち375施設が詳細設間にも回答した。輸血後HBV陽性例の経験施設は37施設(70症例)で、個別調査協力施設は18施
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〔結語】輸血を要する治療を行つた患者においてごHBV再活性化は少なからず存在することが判明した。輸血によるHBV伝播と
HBV再活性化の鑑別のためには、輸血前のH3s抗体・HBc抗体検査か、輸血前検体保管が必要である。
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血液を介するウイルス、
細菌、原虫等の感染
vCJD等の伝播のリスク
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報告企業の意見 今後の対応

霧鰺 願電聴 艤慇
日本赤十字社では、HBs抗原検査及びHBc抗体検査を実施すること
に力,えて、HIヤについて20プ■ルでスクリーニングNA↑を行しヽ、陽性
血液を排除している。また、薬事法及び関連法令に従ぃ輸血副作用・

:姫鉤 網 i咆脩 曇曇瑯
てぃる。輸血感染症に関する新たな知見等につしヽて今後も情報の収
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総合機構処理欄

一般的名称 解凍人赤血球濃厚液

研究報告の公表状況

FDA, CBER. Available from:
http:,//w.fda. govlBiologicsBloo
dVaccines/GuidanceComplianceR
egulatorylnfomation/Cuidances,/E
lood/ucm 1808 I 7.htm

公表国

米国
販売名 (企業名 )

解凍赤血球濃厚液「日赤J(日本赤十宇社)
照射解凍赤血球濃厚液「日赤J(日 本赤十宇社)
解凍赤血球―LRr日 赤J(日 本赤+字社)
照射解凍赤血球‐LR「日赤」(日本赤+字社)

研
究
報
告
‘
概
要

0業界向けガイダンス 人免疫不全ウイルス1型(HIV-1)グルニプ9感染リスクの高いドナー取扱いにかかる勧告
このガイダンスは即時適用すること。

糊新鋒沸療昔堆窪霞爾譜:誉程荏t撃膝肌 鼈職 総毬驚
む直接的な軍間を含ほと

カメルーンtベナン、中央アフリカ、チャド、コンゴ、赤道ギニア、ヶニア、ガボン、ニジ三―ル、ナイジェッア、セネガル、トーゴ、ザ
ンビア

鋭鐵爛護予鶴縦       )瑠
審凄 【気tプ?へ

の曝露絵 か弊 の
骨
留期間をおいて_

:    鷺瑕湧 l琴場
`

使用上の注意記載状況・

その他参考事項等

鮮凍赤血球濃厚液 1日 赤」
照射解凍赤血球濃厚液「日赤」
解凍赤血球 LR「 日赤」
照射解凍赤血球―LR「 日赤」

血液を介するウイルス、
細菌、原虫等の感染
vC」 D等の伝播のリスク

①

報告企業の意見 今後の対応
米 国 貧 品 医 楽 品 局 が 、HIV・ 1グル ー プ 0感 染 リスクの 高 い ド
ナこの取扱いにかかる勧告を発表したとの報告である。

MedDRA/」 Ver12.OJ
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